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•  分子論的立場から流体力学の基礎を定量的に突き詰めて、既存
の流体力学を補完するとともに、既存の流体力学が適用できない
現象を扱う新しい流体力学の物理的かつ数学的基盤を確立する。

• 質量・運動量・エネルギー輸送の観点から既存の非線形音響学
を組み立て直して、広汎な工学的環境で不可避である流動・振
動・熱輸送などの諸問題に取り組み得る理論的基礎を構築する。

• 希薄気体や分子スケールの流動などの局所熱平衡の仮定が適用
できない現象に対して、物理的理解と数理的理解の融合を図
り、工学の諸問題を解決する。

工学分野全般

流体力学を基礎から探求し尽くして
新しい応用を切り拓く
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